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神奈川県立生命の星・地球博物館 May， 1996 

クロサギとは「黒いサギ」の意で

すが、 実際には、煤色をした中型(平

均で全長58センチ)のサギの一種で

す。ニュージーランドからオースト

ラリア、東南アジアの海岸部にかけ

て生息する南方系のサギです。日本

の本州|はクロサギの分布の北限域に

当たります。なかでも、 房総半島や

相模湾沿岸は太平洋側の北限の生息

地となっています。そのため、もと

もと数の少ないサギで、県下では城

9 

ケ島と真鶴岬が営巣地として知られ

ているだけです。神奈川県レッドデ

タ生物調査報告書 (1995年)では

絶滅危慎種に判定されています。

クロサギと言っても、 写真のよう

な黒色型とシラサギのように全身が

白い白色型とがあり、ややこしいの

ですが、白色型が多く見られるよう

になるのは九州以南の地域です。岩

礁の海岸で餌を探し、とくにカニを

好んで食べます。



自然科学のとびら 第2巻第2号 1996年5月15日発行

学芸員研究ノート サルの群れの「父子関係」 広谷浩子(当館学芸員)

父子関係に注目

人間の社会では家庭における父の不

在がとりざたされて久しいですが、私

たちにもっとも近いサル社会に関しで

も、父子関係や社会におけるオスの役

割が新たに問題にされるようになって

います。DNAを用いた父子関係の判

定や、 10年以上にわたって特定の個体

をめぐる社会関係の変化を追う長期的

研究によって、これまで単純に「父と

子Jとみられていたオスとコドモの関
係にいろいろなものがあることがわ

かってきたのです。

そもそも、だれがみても明白で密接

な結びつきをもっ母子関係と違って、

父子関係は不確定要素の多いもので

す。「ぼくの腕のなかにいるこの子は、

本当にぼくの子なのか?Jという疑問
は多くの生物のオスに共通で根元的な

ものです。サルの社会でも、献身的に

育児をするオスと子どもの父子関係を

判定したところ、生物学的には父子で

ないという結果が多々生じていること

がわかりました。オスは実に間抜けな

ことをしているようですが、 一定の行

動パターンとして定着しているからに

は、それなりの理由があるにちがいあ

りません。特定のオスとコドモの聞の

一見父子のような関係を紹介し、その

意義について考えてみましょう。

育児行動

オスーコドモ交渉の代表的なものは

育児行動です。中南米に生息する小型

のサルであるマーモセット・タマリン

は、母親以外の家族が積極的に育児を

することで有名です。これまで、育児を

するオトナのオスは父親と考えられて

きました。しかし、複数のオ 卜ナオスが

pるー妻多夫型の群れも多く報告され、

血縁にかかわりなくどのオ トナオスも

よく育児に参加しているごとがわかり

ました。赤の他人のオスは、次の繁殖の

チャンスをふやすために積極的に育児

をおとなっていると考えられます。

オスとコドモの同盟

父子のようだと注目されるもうひと

つの交渉は、主として攻撃などの場面

でみとめられます。オスは特定のコド

モといつも行動を共にしていて、コド

モが誰かに攻撃を受けると助けます。

オスが他のオスと対立して緊張状態が

続くと、オスはコドモを相手のオスに

差し出し、攻撃などの緊迫した状態が

回避されます。コドモが自らオスの腹

の中に飛び込んで2頭のオスの聞に入

ることもあります。このようなぺアで

は、オスは母親のようにコドモを腹の

中に入れて運んだり、グルーミングし

たりすることも頻繁にあります。こう

した関係は、サバンナヒヒ、マントヒ

ヒ、チベットモンキー、ノTーパリーマ

カクなどで観察されています。

その実例をマントヒヒでみてみま

しょう。マントヒヒはエチオピアから

アラビア半島の一部に生息するやや大

型のサルで、 1頭のオスが中心のハレ

ム型ユニットがいくつか集まって、数

1 0頭から 100頭前後の大きなグ

ループをつくります。エチオピアで観

察した野生群では、オスとコドモが実

によく声をかわし合っていましたが、

その時の細かい行動までは観察できま

せんでした。そ乙で、 1993年の冬に鹿

児島市の平川動物園にいるマントヒヒ

の群れを観察しました。群れの個体数

は29頭で、ハレムは4つあり、その他

ハレムを持たないオスが9頭いまし

た。オスとコドモの間でかわされる交

渉は、以下のようなものでした。

事例 1 ハレムを持ち、群れの中で

もっとも優位なオス Aが来ると、

ハレムを持たないオスBは2歳の

コドモにかけより、コドモを背中

にのせてAに近づいていき、 Aの

眼前で方向転換して立ち止まり、

お尻を見せる。AはBを無視し、

コドモはBから離れる。

事例2 ワカオスCが群れの誰かと

けんかをする。その後、ワカオスC

は生後 1ヶ月ぐらいの赤ん坊を胸

に抱いて、事例 1のオス Aを見な

がら近づいてLぺ 。オス Aとワカ

オスCは、見つめあいながらグー

ゴ・グーゴ・グーゴとなきかわす。

ζのように、マントヒヒでは、オス

はけんかだけでなく、お互いの緊張を

やわらげるあいさつにも、自分が懇意

にするコドモを使っています。いくつ
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エチオピア・アワシュ国立公園のマン

トヒヒの群れ

ものハレムが共存し、ハレムを持たな

いオスも複数いるマントヒヒの群れで

は、オス間関係をどのように調整する

かが重要です。オスたちは、顔をのぞ

きこんだり、自分の生殖器を相手の眼

前に呈示したりするあいさつを、いつ

も頻繁にかわしています。そして緊張

がたかまって爆発寸前になると、切り

札としてコドモを登場させて、その場

のムードをやわらげるのです。

このように、「父子関係」とは、コド

モには保護・食物の確保を保証し、オ

スには繁殖の機会や他のオスとの共存

を実現する、双方が利益を得るような

社会関係であるとわかりました。これ

らは、オスたちが競合しながらも共存

するような社会で認められました。

緊迫したオスーコドモ関係

乙れとは対照的に、オス同士がし烈

に争い、群れののっとりがよく起きる

ような社会もあります。そ乙では、オ

スーコドモの関係も、時に「子殺し」

という緊迫した形にまで至ります。

のっとりに成功したオスが、群れにい

る赤ん坊を次々にとらえ殺していく行

動は、最初ハヌマンラングールという

インドのサルで発見され、大きな話題

になりました。その後、アフリカ産の

オナガザル類など 20を越える種で見

っかり、いくつかの種では定着した行

動とみなされるようになっています。

自分の子どもをできるだけたくさん

残すという究極の目的は同じなのに、

オスたちが激しく争う種と、複雑な社

会交渉によって調整する種とがいるの

は、興昧深く、メスとの関係も加え

て、さらに考えていきたいものです。
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北アメリカ東部の博物館をたずねて

1.はじめに

休暇を取って同僚の佐藤君と北アメ

リカ北東部へ行きました。主な目的

は、博物館の見学でした。訪れた8館

のうち、代表的な 3館を紹介します。

ワシントン D.C.のスミソニアン自然

史博物館、ニューヨークのアメリカ自

然史博物館、トロント(カナダ)の王

立オンタリオ博物館です。

2スミソニアン自然史博物館

ここでは客員研究員(当時)の大路氏

に案内していただきました。大路氏は

佐藤君の学生時代の指導教官で、ウミ

ユリの研究者です。無脊椎動物部門の

研究室と液浸標本収蔵庫を見せてもら

うことができました。収蔵庫の中は、

40 m四方くらいに感じられ、当館の大

収蔵庫(昆虫と液浸を除いた全ての資

料が収まっている)より少し狭いくら

いだと思います。この広さの収蔵庫が

液浸だけで4フロアあると聞いたときに

は、我が耳を疑いました。全ての収蔵庫

の体積(面積でもppけど)を合わせる

といったいどれくらいの量になるので

しょうか。展示室も広いのですが、研究

スペースの広さ、収蔵スペースの広さ

が日本の博物館とはけた違いでした。

恐竜の展示室は吹き抜けの2階部分

が展示替えのために閉まっていました

写真1. スミソニアン自然史博物館

写真2.スミソニアン自然史博物館の

無脊椎動物部門液浸標本収蔵庫

が、 1階部分は昔から図鑑の写真で親

しみのある(古くさLミ)展示でした。

3.ワシントンのおすすめスポット

カニ屋さん日eDancing Crabでブルー

クラブを半ダース注文しました。すると

テーブルには大きな紙が敷かれ、ナイフ

と木槌が、そして床にはバケツが置かれ

ました。香辛料で、真っ黒なガザ、ミを持っ

てきたウェイ トレスが「初めてか」と聞

くので、うなずくとレクチャーが始まり

ました。はさみの付け根にナイフを当て

木槌でガンガンたたきます。そこからパ

キッと割って「ほーらでてきた」身は溶

かしバターなどをつけて食べます。あと

はちらかしながらガンガン割って、食べ

て、殻はバケツへ。最後に紙をグシャツ

と丸めてこれもバケツへ。とそんなわけ

で遊び感覚で、おいしいカニを食べられ

て楽しい休験でした。

4.アメリカ自然史博物館

当館所蔵のケース ・コレクション

(化石軟骨魚類の歯)を収集された G.

R.ケース氏に案内していただきました。

伝統のある博物館ですが、最近エン

トランスホールのパロサウルスを後脚

で立たせたことで話題になりました。

私のお目当ては最近更新された恐竜展

示室でした。鳥盤目と竜盤目の2つの

展示室に分けられており、どちらも大

変充実していました。

当館ではパネルで説明している恐竜

の岨H爵サイクルが、実物大の動く模型

で再現されていました。とにかくすご

いのは実物を組み立てたり、パネルマ

ウン卜したものが、ところ狭しと置か

れていることでした。さすがは恐竜発

掘・研究の老舗です。

もちろん恐竜ばかりではなく、哨乳

類化石、特に大型晴乳類についても、

理解しやすい展示がなされていまし

た。ウマやゾウの系統的な展示はよく

あるのですが、私の研究テーマである

化石イノシシついての展示を初めて見

たので感激しました。

5.ニューヨークのおすすめスポット

博物館を見学中、ケース氏にのどが

渇いたといったら、売屈のある薄暗い

ホールへつれて行かれました。シロナ

ガスクジラの模型をつるした大きな展

示室でした。そこでケース氏がビール
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大島光春(当館学芸員)

をおごってくれました。鉱泉水で=造っ

たTheRolling Rocksというビールだ

そうで、すっきりしていました。たと

えていえば甘くないラムネのような感

じでしょうか。クジラの腹の下で飲む

The Rolling Rocksはおすすめです。

6.王立オンタリオ博物館

今回訪れた博物館の中で唯一の総合

博物館です。ことに留学して魚竜の研

究をしている藻谷氏の案内で、古脊椎

動物の収蔵庫やプレバレーション室

(化石の剖出作業などを行う)、研究室

等を見せてもらうことができました。

プレパレーション室にはいろいろな

道具がありました。特に感心したのは

環状照明付き蛇頚実体顕微鏡でした。

実体顕微鏡が水平方向に自由に動く

アームに取り付けられており、対物レ

ンズの周りには環状照明があるので、

影のない像を観察できる優れものです。

ここの恐竜展示はイグアノドン類や

カモノハシ竜のパネルマウントで有名

なのですが、新しくマイアサウラ ・プ

ロジェクトと銘打つた展示がされてい

ました。カモノハシ竜や角竜の頭骨化

石もすばらしい標本なのですが、大画

面に映し出されるマイアサウラの行動

を復元した CGがよくできていまし

た。豊富な収蔵品を有する博物館で

も、新しい展示手法にチャレンジする

姿勢が感じられました。

7.卜口ントのおすすめスポット

カナダ国鉄ユニオン駅のオンタリオ湖

側に高さ 553.33mのCNTowerがあり

ます。この塔の展望台の床の一部がガ

ラス張りなのです。私が高所恐怖症気

昧のせいかもしれませんが、ごの地上

数百メートルのところにある3mX5m

位のガラスの床は普通ではありません。

梁のところを綱渡りするように歩いて

いると、佐藤君に押されて死ぬかと思

L ミました。

8.おわりに

今回訪れた博物館は世界最大級で

す。ですが、やっぱり日本の博物館と

比べたくなってしまいます。前述の収

蔵庫や研究設備の他にも、キュレー

ターの数、テクニシャンやデザイナー

の有無など、 伝統の差だけではない、

姿勢の遣いがあるように思われます。
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博物館情報システム Q&A 鈴木智明(当館情報システム担当)

はじめに

インターネットだ、マルチメディア

だ、と巷で何かと話題のコンビュー

タ。もちろん県立生命の星・地球博物

館でも様々なところで活用されていま

す。ここではその中でもミュージアム

ライブラリの検索コーナーで多くの

方々に利用されている博物館情報シス

テムについて、いくつかの意見・質問

などからマルチメディアを利用した新

しい博物館情報の提供について再確認

したいと思います。

「博物館情報システムとは何ですか」

博物館情報システムとは、博物館業

務の柱である資料の収集・管理、研

究、展示、広報 ・普及活動をコン

ヒ。ュータをはじめとする最新の情報機

器 ・基盤により支援するシステムで

す。メインは、膨大な収蔵資料に関す

るデータを管理する「収蔵管理システ

ム」、分布図などの地図情報の作成や

衛星から送られてくるデータを加工し

環境の状態や変遷などを調べる研究系

のシステム、その研究成果をミュージ

アムライブラリの検索システムで分か

りやすく提供する「展示情報システ

ム」があります。また，広報・普及や

図書管理を支援するシステムなど全部

で8つのシステムからなります。(現

在は「収蔵管理システム」と「展示情

報システム」のみが稼動しています)

「この検索システムはCD・-ROMで動
いているんですかJ
検索メニューの一つ「神奈川の自

然」では、鳥や植物などの種の画像と

解説、鳥に関しては分布図と一部です

が鳴き声も提供しています。このよう

な内容のソフトは市販でも見受けられ

ます。では、そういった市販のソフト

と、この博物館独自の検索システムと

ではどう違うのでしょうか。実は鳥の

画像や解説文などのデータは、ライブ

ラリのパソコンにあるのではなく、 3

階のCPUルーム内にあるサーバと言
われるコンピュータに格納されていま

す。乙のコンピュータとライブラリの

パソコンが同軸ケーブル (10BASE-
5，T)で結ぼれており、データのやり

取りをしているわけです。またこの

サーバは、学芸員が普段使うパソコン

や、地図や衛星画像を作るコンビュー

タ(ワークステーション)とも繋がっ

ています。このことにより、例えば収

蔵管理システムで管理されている位置

情報から分布図を作成し、行政界地図

や衛星画像などと比較し、結果を検索

システムで提供することにより、自然

環境の変遷が分かりやすく知ることが

出来るといった学芸員の研究成果情報

が、すぐに検索システムに反映され

る、常に最新の情報が提供できると

いったシステムを目指しました。(シ

ステム聞の連携については現在は未稼

動です)

「ほかの博物館の情報は見ることはで

きますか」

残念ながら見ることは出来ません。

しかし当館の情報はインターネットや

パソコン通信で提供されています。博

物館の概要や交通手段などの情報は、

小田原市のホームページ(URLは

http://www.space.ad.jp/vcity/ 

Odawara/Museurnlindex-j.html。ただ

し96年6月頃に変わるかもしれませ

ん)や国立科学博物館のホームページ

でなどで紹介されています。また、収

蔵資料の一部、魚の生態写真や標本写

真などをデータベース化した「魚類写

真データベース」の一部をパソコン通

信 (COPERNICUS:株式会社ケイ
ネット)で提供しています。

将来的には、神奈川の自然などの検

索システムや収蔵資料データをイン

ターネット上などで提供したり、他の

博物館との情報ネットワークを構築し

たいと考えています。

「このシステムはどのような人を対象

にしているんですか」

ミュージアムライブラリにおいて私

たちは、自然についてより深く知識を

得、高度な学習をも進めたいという方

に応えるため、図書等の学習利用の環

境整備と併せてこの情報システムの整

備を進めてきました。ここでは、利用

者自身がパソコンを操作して必要な情

報を検索します。図書館で必要な文献
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神奈川の自然ー鳥.鳴き声も聞けるよ

を調べるように、目的を持って情報を

得たい、じっくりと何度も利用する、

という人を対象としています。

rCD-ROMには出来ないのですか」
検索システムをCD-ROMにして、
学校などで教材として活用したいとい

う意見がありました。また、収蔵シス

テムの一部をCD-ROMにして博物館
外で学芸員が利用するといった活用方

法もあります。ネットワーク以外にも

このように有効な情報伝達手段があれ

ば、いろいろと利用したいと考えてい

ます。なおCD-ROM化についてはぜ
ひ実現したいと考えています。

「情報システムの今後は」

検索システムは、「相模湾の魚」と、

県立歴史博物館のメニューである「絵

馬の検索」を今回、新たに追加しまし

た。メニューは今後も増やす予定で

す。また収蔵資料に関する情報の整備

も続けています。将来的には他の博物

館や教育施設等、各家庭とのネット

ワークを構築したいと考えています。

最後に

情報がデジタル化したことにより、

表現方法や利用方法が大幅に拡大しま

した。図鑑から鳥の鳴き声が聞こえた

り、図録や目録、論文等の情報をキー

ボードを叩くだけで得られるなど紙か

らデジタルへと変わることによる便利

さは皆さんよくご存じだと思います。

日進月歩に進化する情報環境に合わせ

て利用者のニーズも拡大します。博物

館は今後のそのようなニーズに応える

ため博物館情報システムを中心に情報

提供基盤の整備を進めて行きます。
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海底の化石ーオフィオライトー 小出良幸 ・新井田秀一(当館学芸員)

日本と海

日本は、海に固まれた島国です。日

本人は、農耕民族として生きてきまし

たが、海とは親密な関係を持ってきま

した。海は、昔から輸送路として活用

されてきました。また、海は、食物の

重要な供給源でした。現在では、海は

娯楽の対象ともなっています。神奈川

県も例外ではありません。衛星写真で

見ると神奈川県の海岸線が変化に富ん

でいることがよくわかります。なだら

かな海岸線とギザギザの半島、直線的

な埋め立て地と海岸線の種類も様々で

す。川崎港、横浜港、 三浦半島、湘南

海岸、大磯海岸、早川漁港、真鶴半島

などよく耳にする海岸がいっぱいあり

ます。神奈川の海岸は、商業・工業・

漁業そして行楽地として今も利用され

ています。海は、人間の生活だけでな

く、大地の生い立ちとも密接な関係を

持っています。実は日本列島は海に

よって作られていると言ってもいいほ

どなのです。では、日本列島と海の密

接な関係をみていきましょう。

三浦半島と房総半島

神奈川の大地は、丹沢山地と箱根山

地を除くと、ほとんどは土砂がたまっ

た堆積岩からできています。堆積岩の

中に埋もれたように一風変わった岩石

が三浦半島にあります。テカテカした

紺や青、黄緑などの斑(まだら)模様

の岩石があります。その色や模様が蛇

に似ているため蛇紋(じゃもん)岩と

呼ばれます。蛇紋岩はマントルを作っ

ていた岩石が水によって変化した岩石

です。蛇紋岩と一緒に、玄武(げんぶ)

岩と呼ばれるマグマが急に冷えて固

まった岩石も混じっています。蛇紋岩

や玄武岩は、堆積岩ではなく火成岩と

いわれるマグマからできた岩石です。

回りにある堆積岩とは異質な岩石で

す。蛇紋岩や玄武岩は、房総半島にも

あります。房総半島の中央部の鴨川市

から富山町に東西に細長く分布しま

す。嶺同帯と呼ばれる地帯で、蛇紋岩

を中心とした岩石からできています。

その中に玄武岩の破片やその他変わっ

た岩石が色々混じっています。房総半

島の蛇紋岩は三浦半島より広く分布し

ています。両者の岩石は、分布の広さ

は違っていますが、構成が非常によく

似ているため同じような起源であると

考えられています。今では三浦半島と

房総半島は浦賀水道で切れています

が、もともとは三浦半島の蛇紋岩と房

総半島の蛇紋岩が連続していたと考え

られています。

海底の化石

蛇紋岩や玄武岩が一緒に分布する地

帯は、日本列島の各地にあります。こ

のような地帯の岩石を詳しく見ますと

一番下に蛇紋岩があります。その上に

マグマがゆっくりと冷え固まったはん

れい岩と呼ばれる粒の大きい岩石があ

ります。その上には玄武岩の板状のも

のが立てて並べられているような岩脈

(がんみやく)群があり、その先は枕

の形をした丸い玄武岩に変化していま

す。丸い玄武岩は枕状溶岩と呼ばれ、

マグマが水中で|噴火した時にできる特

別な形です。枕状溶岩が積み重なった

上には、チャートと呼ばれる深海にた

まる堆積物が固まったものがありま

す。このような岩石の集まりはオフイ

オライトと呼ばれています。現在の海

底の岩石は海底調査船でボーリングを

して調べられ、オフィオライトと同じ

ものであるととがわかってきました。

オフィオライトを調べ

れば、子軽に海底の岩

石を調べられます。陸

地に上がっているオ

フィオライトはいずれ

も昔のもので、海底の

岩石のタイム ・カプセ

ルと考えられます。オ

フィオライトを調べれ

ば、海底の歴史が陸地

で調べられます。

日本を作るもの

行に何列か並んでいます。そして後の

時代のマグマの活動がそのセットを貫

いて起こっています。オフィオライト

と堆積岩と火成岩が日本列島を作って

pることになります。どうしてオフィ

オライトのような海底の岩石が陸に上

がるのでしょうか。その謎のカギは海

にあります。日本列島の太平洋側には

海溝があります。海溝は海底の岩石が

もぐり込むところです。海溝では、海

底の表面にたまっていた堆積物がけず

り取られて、陸に付け加わっていま

す。しかし、時々海底深部の岩石が陸

側に押し込まれることがあります。そ

のような状態が何度も繰り返されてい

くうちにオフィオライトは陸の高いと

ころに押し上げられていきます。そし

て地表に表れたものがオフィオライト

として私たちが見るごとができるので

す。日本列島は海と陸が常に押し合っ

ているところなのです。そして日本列

島にはいつしか、海底の破片が積み木

のように集まってきたのです。日本列

島は昔からオフィオライトが陸地に上

がるような場所だったのです。日本列

島は海からできたと言えるのです。日

本や世界のオフィオライトの岩石類を

ジャンボ・ブックのトピックスに展示

してありますので、どうぞ実物を見て

下さい。

日本列島を見ます

と、同じ時代のオフィ

オライトや珊瑚礁を

作っていた石灰岩と陸

上から来た堆積物が

セットになって一つの

地質帯として列島と平 南関東地方のリモートセンシング画像

13 



自然科学のとびら 第2巻第2号 1996年 5月15日発行

神奈川の自然シリーズ 1 丹沢の化石サンゴ礁

1993年 10月24日(日)、丹沢山中

の北西部、加入道山 (1418m)で化石

調査をしていた私の目は、異様な石ご

ろを疑視していたのです。3m先のガ

ケのなかに卵大の薄汚れた大理石があ

り、そしてこの調査地点では見掛けた

事のない彫り込み模様が浮き出ていま

した。「マサカ・・」、「本当だろうかj、

落石を起こさないように登山靴を静か

に運び、石をそっと掴んで日にちかづ

けルーぺで覗きますと、頭髪が一斉に

立った…ような衝撃が走ったのでし

た。『これはオウムガイの構造だ!j。

海抜 1300mの沢で見つけた加入道

産オウムガイ類化石の第一号でした。

その後 20回に及ぶ調査行で 16個の

オウムガイ類化石を採取できました。

その他に、サンゴ類化石、スイショウ

ガイ類化石など、現在は熱帯地方にし

かいない生物化石と 1500万年前の時

代を示す有孔虫化石も同時に採取でき

ました。

こんな具合に、僅か 40m 幅の局所

にオウムガイ類化石が集中して見つ

かった例は日本に於いては始めてのこ

とです。日本の幾つかの地点で、 1500

万年程前の地層の中からオウムガイ類

化石が見つかっていますが、いずれも、

死後古黒潮(太古の暖海流)によって

日本へ運ばれて来て地層中に埋設した

ものと解釈されています。しかし私は

門田真人(東海大相模高校教諭・ 1995年度当館外来研究員)

乙の丹沢に

は地質時代

にオウムガ

イ類が生息

していたの

ではないか

と考えてい

ました。そ

のように考

える経緯を

次に書きま

す。1978年

のこと、丹

沢南部の皆

瀬川流域に

産出する石

灰岩を調査
山北町人遼産キクメイシサンゴ化石

中の私達は、小さなオウムガイ類化石

1個を見つけました。同時に有孔虫や

造礁サンゴの化石も見つけて地質学雑

誌に報告文を載せました。次いで、、 『丹

沢山地には1500万年前の熱帯のサンゴ

礁がある。』 と発表したのは 1982年の

日本古生物学会に於いてでした。

その後も同僚の末包さん、高校地学

部員、登山部員の協力を得て調査を続

けた結果50種類近くの造礁性サンゴ化

石が見つかりました。しかも現生では

琉球列島まで南下しないと見ることの

できないアオサンゴ、ヨロンキクメイ

シサンゴ、アナサンゴモドキなどとい

の中から、今回ついにまとまって見っ

かりました。完全個体として出たもの

はひとつもないのですが、風化面に残

された殻構造を観察した結果絶滅種の

アツリアの仲間に同定できました。ま

た、復元すると 10-15 cmの直径の

殻であった乙ともわかったのです。

丹沢化石サンゴ礁のもうひとつの

特徴は、活発な活動を繰り返す火山

島の周辺で生成された乙とにありま

す。生きたまま火山灰に埋まった

ショウガサンゴやハマサンゴの大き

な群体の化石や、周辺の緑色凝灰岩

がそれを物語っています。

大陸や列島から離れたところの火山

島が 1500万年前の丹、沢だったのです。

丹沢で見つかった化石サンゴ礁は、

pま重要な証拠として注目されていま

す。フィリピン海プレートにのって南

方からやって来たのです。

私が設定している次の課題は丹沢が

どのくらい南にあったのか、どの方角

から北上して来たのかという謎に少し

でも迫ることです。

加入道産オウムガイ科アツリア化石

う究め付け

の熱帯種化

石もあった

のです。こ

れならオウ

ムガイ類が

生息、してい

ても不思議

ではなく、

むしろ当た

り前と考え

ていました。

以来探し続

けたオウム

ガイ類化石

は、加入道

山の大理石

そのためには、丹沢に分布している

サンゴ石灰岩と同時代の石灰岩を見つ

けて、その中の化石を対比する研究を

しなければなりません。今、関東 ・東

海地方の調査をほぼ終えて、九州 ・沖

縄地方へ足を延ばして謎解明の手掛か

りを探しています。
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催し物のご案内 (7~9 月)
観察会・講座等

①研究テクニック講座 「図鑑を作ろうー魚編-J
日時 7月7・14日 (日)9: 30-16:∞ 

対象 一般 10名(抽選)

募集 :5月28日(火)-6月18日(火)

②野外観察「水辺の昆虫ウオッチングJ[厚木市]

日時 :7月13日 (土)10: (均一15 ∞ 

対象:小中学生とその保護者 50名(抽選)

募集 :6月4日(火)一25日(火)

①野外観察 「夜の昆虫探検隊J[厚木市鳶尾111]
日時:7月お日(火)-24日(水)1泊2日

対象:小中学生とその保護者 50名(抽選)

募集 :6月11日(火)一7月2日りく)

①室内実習 「標本を調べようJ
日時:7月21日(日)13:∞-16:∞;初日(火)

13: (氾-16∞;8月24日(土)10:∞-15 :∞ 

対象:小中学生 40名 (抽選)

募集 :6月11日(火)-7月2日(火)

①特別展講演会「神奈川のレッドデータ生物(仮題)J 
日時 8月17日 (土)13・30-15:30 

講師.平塚市博物館学芸員 浜口哲一

対象.一般 80名(抽選)

募集 7月9日りく)ー30日(火)

⑤室内実習「博物館探検隊J[博物館]
日時 :8月U日 (火)10: 00-15・∞

対象:小中学生 40名 (抽選)

募集 :7月16日 (火)-8月6日(火)

⑦かながわ県民アカデミー「里山の自然を考えるJ
日時:C講義)9月1日(日)・7日(土)• 8日

(日)・10月5日(土)13:ヨ)-15:ま);c観察〕
9月15日(日)・ 28日(土)10: 00-15 ∞ 

講師:当館学芸員および外部講師(予定)

対象:県内在住・在勤の成人 40名(抽選)

募集 :7月お日(火)-8月13日(火)

①野外観察「磯の動物ウオッチングJ[真鶴町]
日時 :9月14日 (土)10 ∞-15 :∞ 

対象小中学生とその保護者 ω名(抽選)
募集 8月6日伏)ー?:1日(火)

CE研究テクニック講座「植物分類・生態講座」
(箱根の植物群落)[博物館・箱糠IIfJ駒ヶ岳]
日時:C室内)9月21日(土)13: 30-16: 

∞; C野外)9月22日(日)10 ∞一15∞

対象:一般 40名(抽選)

募集・ 8月13日 (火)-9月3日(火)

申込方法・往復はがきに参加行事名、参加代

表者の住所、氏名、電話番号(連F必旬、参加
する人全員の氏名と年齢(学年)を明記して、

お申込みください。宿泊費実費負担の「夜の

昆虫探検隊」以外は無料です。

身近な自然発見講座

毎月第3水|曜日に、博物館周辺での自然観察

や館内での実習 ・実験をする身近な講座を開

催しております。参加費は無料で、事前の申

し込みはいりません。当日博物館正面玄関前

にお集まりください。雨天の時は中止します。

対象.一般、講師:当館学芸員

持ちもの:筆記用具、ルーペ、 昼食、雨具等

〔第4回)7月17日10:∞-15:∞ 
ーコケの観察を中心としてー

〔第5回)8丹21日(水)10:∞一15:∞ 

一動植物の観察を中心としてー

〔第6回)9月18日(水)10: 00-15∞ 
一動植物の観察を中心として

ライブラリー通信 マラコフィラテリーって何だ?

世界中のどこの国にもマニアがいるだろうと思われるものに切手収集があります。私

たちが通常使っている切手を普通切手と言いますが、この普通切手の図案には動植物

が多く用いられています。3月に1，∞o円の最高額の普通切手が発行されましたが、図
柄は戦国時代の画家、雪村周継の代表作の一つである「松鷹図」を使っています。私

たちがよく使うのは50円と80円切手でしょう。図柄はそれぞれ「メジロ」と 「ヤマセ

ミjです。偶然、鳥ばかりになってしまいましたが、他にも自然を扱った切手はたく

さんあります。それらを集めて本にしたものもありますので、少し紹介しましょう。

一番多いと思われるのが昆虫の切手です。「図説昆虫切手の博物誌.J(築地書館)では、

蝶や甲虫をはじめ、蜂やトンボ、蚊、さらにはゴキブリの切手にまで話は及んで、います。

また、日本郵趣協会昆虫切手部会が発行した 『世界の昆虫切手』には驚かされます。書

名のとおり、世界中の昆虫切手、約3，5∞点、の詳細データが記録されています。昆虫の

学名 ・和名・科名まで調べ上げてあり、マニアックと言っても過言では無いでしょう。

員の切手にも美しいものがあります。『世界の貝切手 軟体動物切手総目録一』

(長崎県生物学会)には、締麗な貝等がカラーで紹介しであり、小学生の頃集めて

いた、琉球郵便の貝切手シリーズを思い出させてくれました。また、 『貝の博物誌J
(保育社)によると貝切手収集のことをマラコフィラテリーと呼び、貝切手を集め

る人をマラコフィラテリストと言うそうですが、こちらもかなりなものです。

他に『蝦と蟹一切手をめぐるその自然誌.l(恒星ネ封享生閣)、『カ二百科.1(成美堂出版)、

『虫屋のよろこびj(平凡社)等があり ます。最近では、 未来文化社が「切手ミュージア

ム」と銘打って、 『よみがえる恐竜たちHクジラ・イルカと海獣たちJを出版しました。
“自然切手"の世界は、まだまだ広がりを見せそうです。(当館司書・土屋定夫)
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特別展のご案内

「追われる生きものたち」

神奈川県レッドデータ調査が語るもの

期日 :7月20日(土)-9月23日(月)

(開催中、 9月16日、23日を除く毎週月曜日休館)

平成4年度から6年度にかけて実施した 「神奈

川県レッドデータ生物調査」を基に、 神奈川

県内から姿を消したり、生存が危うくなりつ

つある生きものたち(レッドデータ生物)を

紹介し、その衰退の理由も探ります。

会規中の日曜日、午後1時30分から会場で当

館学芸員が展示解説をします。

特別展観覧料 20歳以上 2∞円

館の活動
平成7年度

20歳未満・ 学生 :1∞円

高校生以下・65歳以上:無料

3月1日一5月12日 特別展 『中津層出土

のサル化石』開催(期間中の毎週日曜日

に特別展の展示解説を実施)

3月2日 特別展講演会・第l回自然科学講

演会「中津層出土のサルとその時代の動

物J[参加者 ・61名]
講師:横浜国立大学名誉教授長谷川善和

3月2日一3月17日 研究テクニック講座

「大地の生い立ちを探るJ[参加者 2日
19名、 3日17名、 9日21名、 10日18名、

16日17名、 17日16名1[講義-観察場
所:博物館実習実験室、小田原市石垣山

一夜城および酒匂川]

3月9日 野外観察「早春の雑木林ウオッチ

ングJ[参加者 32名][大和市つきみ野]

3月15日 広報紙 『自然科学のとびらj第

2巻第1号(通巻第4号)発行

3月20日 開館1周年記念講演会「自然誌

(史)系博物館の位置づけJ[参加者:お9名]
講師:千葉県立中央博物館長沼田翼、

ヤジ7A11-ク茨城県自然博槻眼中川志卵、

生命の星-地球博物館長 j貧困隆士

3月20日-3月31日開館1周年記念当

館学芸員によるミニレクチャーの実施

3月20日 神奈川県立博物館研究報告 白

然科学25号発行

3月23日 室内実習「中津層の化石を探る」

[参加者:48名]

3月30日 特別展講演会・第2回自然科学講

演会「中津層のサル化石J[参加者 57名]

講師:日本モンキーセンタ一所長 岩本光雄

3月30日神奈川自然誌資料第17号発行

平成8年度

4月2日 室内実習「博物館探検隊博物館写

真オリエンテーリングーJ[参加者 :29名1
4月13日 野外観察「化石ウオッチング」

[参加者:25名1[大磯町大磯海岸]
4月17日 野外観察「身近な自然発見講座

一動植物観察を中心としてーJ[参加者・

16名1[博物館周辺]
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新収資料紹介カーティスのボタニカル・マガジン

|専物館では、展示資料を維持したり

新しいものに取り替えたりする仕事の

他に、資料を集めたり、 研究をしたり、

観察会を聞いたりと、いろいろな仕事

をしています。ここでは、 1995年度に

新しく収集した資料の中から、 『カー

ティスのボタニカル ・マガジン(植物

雑誌)jを紹介いたします。

カタクリ(ユリ科)

第 l巻で紹介されています

世界最古の原色の科学的刊行物
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カーティスのボタニカル・マガジン

は、庭闘や温室などで咲く外国の植物

を紹介する目的でつくられた雑誌で

す。種ごとに詳細でド美しい原色の植物

画と学名、形態の解説、栽培に役立つ

情報などが記されています。イギリス

の薬種協会の園芸学の教授をしていた

ウィリアム ・カーティスが1787年に創

刊しました。ですから初期のものは、

出版されてから、 200年以上もたって

います。カラー図版入りの科学的な刊

行物としては、世界最古のものといわ

れています。

さらに特筆すべき点は、この雑誌

は今日までほとんど中断することな

く発行され続けているということで

す。さすが、ヨーロッパ。基礎的な研

究を大事にして、コツコツと伝統を

作り上げていく姿勢には感心させら

れます。日本も神奈川県も見習いた

いものですね。

18世紀イギリスの植物調査の集大成

ボタニカル・マガジンが創刊した18

世紀のイギリ スは、園芸に関する関心

が高まった時期で、園芸業者などはプ

ラントハンターと呼ばれる人々を派遣

して、世界中の植物を調べていまし

た。北米や、当時はあまり西殴人が足

を踏み入れることの無かった南アフリ

カ、ヒマラヤなどの地域にも調査隊を

派遣しています。調査というより探検

だったかも知れません。その結果、そ

れまで知られていなかった植物がたく

さん発見され、それらの世界各地の植

物が、この資料には掲載されていま

す。ただし当時は、カラー写真が発明

される前だったので、出版するために

は植物画を書く 以上に良い方法があり

ませんでした。さらに、カラー印刷の

技術もなかったので、銅版による線画

に一枚ずつ手書きで着色されていま

す。「命の短い花を、正確に描きとめた

pJとLサ画家の熱意が、 200年の時を
越えて伝わってく る気がします。

ガクアジサイ(ユキノシタ科)

ヨー口 ッパに紹介された日本の植物

カーティスのボタニカjレ・マガジン

には、当時のヨーロ ッパの人々がまだ

知らなかった植物などが、いきいきと

描かれています。その中には、カタク

リ、ガクアジサイ、アヤメなど、たく

さんの日本の植物も含まれています。

私たち日本人には見慣れた植物も、

16 

木場英久(当館学芸員)

ヨーロッパの人々には奇妙な花に見え

たことでしょう。

初めてヨーロ ッパに紹介され、学名

が付けられた種類や、ほとんど知られ

ていなかったり、それまできちんと図

示されたことがなかった植物も、この

資料にはたくさん含まれています。で

すから、日本や世界の植物を科学的に

研究するためには、この雑誌はなくて

はならないものなのです。

アヤメ(アヤメ科)

自然誌の情報の拠点としての博物館

今回購入した資料は創刊号から 1983

年に発行された184巻までの、オリジナ

ルな完全なセ ットです。当博物館では、

1994年以後の新しい号も購入し続けて

いるので、途中の10年ほどを除けば、創

刊以来のボタニカル・マガジンを所蔵し

ているわけです。この雑誌の他にも、多

くの資料を、 ff~~売的に収集 ・ 保存してお

ります。それは、当博物館が、自然誌に

興味をもっ人々に、役立つ情報をできる

だけ多く備えていたいと思うからです。

自然科学のとびら

第2巻第2号(通巻第5号)

1996年 5月15日発行
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